
新宮町消防団 ３連覇をかけて全国大会へ！
　９月６日、福岡県消防学校（嘉麻市）で開催され
た「第２８回福岡県消防操法大会」に、町大会と糟
屋地区大会を勝ち上がった新宮町消防団第４分団
が出場しました。
　町大会から県大会までの２か月以上の期間、猛
暑の中、多くの団員に支えられ、夜間や休日の訓
練に臨みました。
　県内２２の市町がたった一つの全国大会への出場
権を争う小型ポンプの部で、第４分団は会場がど
よめく見事なポンプ操法を披露し、優勝を果たしました。また、優秀２番員に冨永孝博さんが選ばれました。
　新宮町消防団として３大会連続の県大会優勝、そして３連覇がかかる全国大会への出場となります。
　全国消防操法大会は１０月３１日（土）に東京臨海広域防災公園（東京都）で開催されます。

▲選手・団員が一丸となってつかんだ栄冠

新宮子ども司書による楽しいおはなし会

健康と長寿を祝う敬老大会

　夏休みに講座を受講した「新宮子ども司書」たちが、町立図書
館の幼児向けおはなし会で絵本の読みきかせを行いました。始
まる前は緊張した様子も見られましたが、講座や自宅でしっか
り練習を重ねた子ども司書たちは、落ち着いて楽しく絵本を読
むことができました。子ども司書たちは「参加した子どもたち
がしっかり聞いてくれて嬉しかった」と笑顔で話していました。
　新宮子ども司書たちの次の活動は、１０月２４日～１１月８日
に実施する「図書館ウィーク」での「おすすめ本の福袋」の選書
です。本の福袋は、テーマごとに３冊の本が入っていて、日
ごろ手に取ることのない本に出合うきっかけになるイベントで
す。福袋のほかにも楽しいイベントを準備していますので、ぜ
ひ図書館ウィークに来てみませんか。

　９月１２日、そぴあしんぐうで町敬老大会を開催し、参加者
みなさんの長寿のお祝いと今年度１００歳を迎える人に祝い状
と記念品、敬老金を贈呈しました。
　また、式典後はシニアクラブ会員による詩吟や舞踊、歌で大
いに盛り上がりました。
　今年度は、稲光スミコさん、関重正さん、德光ハツ子さん、
中村要子さん、西美代子さん、松尾ヒフ子さん他２人が１００
歳を迎えます。これからもお元気にお過ごしください。

▲心をこめておはなしを届けました

▲多くのみなさんが長寿を祝いました
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あなたの周りの身近な出来ごとや話題を待っています。役場地域協働課までご連絡ください。☎９６３-１７３４（直）

　８月２９日～30日、阿久根球場（鹿児島県）など
で開催された「第８回鹿児島阿久根大会」で、町ス
ポーツ協会所属の福岡ライナーズが優勝しました。
　大会には全日本少年硬式野球連盟ヤングリーグ九
州３支部から１４チームが参加し、福岡ライナーズ
は２年生主体のチームながら、強豪チームを相手に
粘り強い戦いを重ね、見事頂点に立ちました。選手
たちの努力はもちろん、指導者や保護者の支えのも
と、チーム一丸となって勝ち取った優勝です。今後
のさらなる活躍が期待されます。

　８月１９日、空手道常志館の監督森敏浩さんと
「第２６回全日本少年少女空手道選手権大会」および
「第２２回九州中学校空手道大会」に出場した７人が
財間副町長を表敬訪問しました。
　小学５年生男子組手で優勝した森葵志也さんや
小学６年生男子組手で優勝した森蓮志さんをはじ
め、小学生の大会では１０人が県代表として出場
し、５人が入賞という好成績を残しました。
　選手を代表して森（蓮）さんは「冬の選抜大会が小
学生の最後の試合になる。そこで優勝して、中学
生の大会でも優勝できるよう頑張りたい」と語り、
選手のみなさんが次の目標を見据えた強いまなざ
しを見せました。

　８月１９日～２１日、県立少年自然の家「玄海の
家」（宗像市）で町教育委員会主催サマーキャンプを
実施しました。町内の小学４～６年生の２４人が参
加し、猛暑の中、玄界灘での海水浴、大島でのカ
ヤックや釣りなど、夏の海を堪能しました。最終
日には、ピザづくりに挑戦。生地から作った焼き
たてのピザは絶品で、こどもたちには笑顔が広がっ
ていました。参加したこどもたちからは「違う小学
校の友だちもできて嬉しかった」との声があり、思
い出とともに友だちも増えた夏となりました。

ヤング福岡ライナーズが優勝！

心技体で勝ち取った栄冠！ 仲間と一緒に夏を大満喫
▲諦めない気持ちが呼び寄せた勝利

▲今後の活躍も期待しています ▲ドキドキわくわくのサマーキャンプ

　８月２３日、韓国・大
テ
邱
グ
で「世界マスターズ陸上

競技選手権２０２６」が開催され、町内在住の西田成
喜さんがＭ４５カテゴリー（４５歳～５０歳のクラス）
円盤投げに出場し、見事５位入賞を果たしました。
　また、１０月１１日に開催された「全日本マスター
ズ陸上２０２６愛媛」でも同カテゴリーで３７ｍ０１
の記録で優勝しま
した。
　西田さんは「マス
ターズのみならず、
一般の選手大会に
も参加し、全日本
実業団に出場でき
るよう練習してい
きたい」と今後を見
据えた熱い思いを
語りました。

円盤に込める、熱き思い

▲�「６歳になる息子にも陸上競技
を教えたい」と語る西田さん
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